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自
民
党
内
で
郵
政
民
営
化
法
案
に
反
対
し
た
無
所
属
議
員
、
落
選
し
た
元
議
員
ら
の
復

党
問
題
に
つ
い
て
色
々
と
論
議
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
新
旧
執
行
部
の
発
言
が
連
日
マ
ス
コ

ミ
で
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
中
で
も
昨
年
の
総
選
挙
で
初
当
選
し
た
新
人
議
員
、
い
わ
ゆ
る

小
泉
チ
ル
ド
レ
ン
の
動
向
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
昨
年
の
総
選
挙
で
刺
客
候
補
を
含
む

83
人
の
新
人
議
員
が
誕
生
し
、
同
期
の
親
睦
会
と
し
て
「
８
３
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。
復

党
問
題
が
持
ち
上
が
っ
た
当
初
、「
刺
客
」
と
呼
ば
れ
た
議
員
を
中
心
に
、「
８
３
会
」
と

し
て
復
党
を
認
め
な
い
よ
う
執
行
部
に
申
し
入
れ
る
こ
と
を
考
え
た
が
、
会
の
中
で
も
復

党
に
つ
い
て
意
見
が
分
か
れ
、
会
と
し
て
の
統
一
行
動
を
断
念
し
た
。
そ
こ
で
、
有
志
メ
ン

バ
ー
が
「
復
党
問
題
を
考
え
る
会
」
を
設
立
し
、
執
行
部
に
慎
重
な
対
応
を
求
め
て
い
く

こ
と
と
な
っ
た
。「
８
３
会
」
で
の
激
し
い
議
論
に
つ
い
て
、
新
人
議
員
の
一
人
は
、「
同
期

と
い
え
ど
も
各
々
が
抱
え
て
い
る
事
情
が
違
う
。
当
選
の
経
緯
も
色
々
。
小
選
挙
区
を
持

つ
者
、
純
粋
比
例
で
小
選
挙
区
を
持
た
な
い
者
、
造
反
組
と
闘
っ
た
刺
客
と
呼
ば
れ
た
者
。

大
詰
め
を
迎
え
る
復
党
問
題

�0
月
2�
日
、
自
民
党
京
都
府
連
の
選
挙
対
策
常

任
委
員
会
が
開
か
れ
、
右
京
支
部
よ
り
公
認
申
請

の
あ
っ
た
二
之
湯
真
士
氏（
27
才
、
参
議
院
議
員
二

之
湯
智
・
秘
書
）を
府
会
公
認
候
補
と
し
て
決
定
し

た
。
こ
の
結
果
、
府
会
の
右
京
区
選
挙
区（
定
数
5

人
）で
は
、
自
民
2
名
、
公
明
�
名
、
共
産
2
名
、

民
主
�
名
の
公
認
候
補
予
定
者
が
出
揃
っ
た
。
過
去

2
回
の
右
京
区
選
挙
区
で
は
、
自
民
党
は
複
数
候

補
者
を
擁
立
し
な
が
ら
、
選
挙
戦
術
の
失
敗
で
、
と

も
に
一
議
席
し
か
獲
得
で
き
ず
、
共
産
党
に
二
議
席

を
許
し
て
き
た
。
今
回
も
6
名
で
5
つ
の
議
席
を
争

う
少
数
激
戦
が
予
想
さ
れ
る
。
今
回
、
公
認
が
決

定
し
た
二
之
湯
真
士
氏
は
、
27
才
と
い
う
持
ち
前
の

若
さ
と
行
動
力
を
前
面
に
活
動
の
輪
を
広
げ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

（
二
之
湯
真
士
の
抱
負
）

自
民
党
か
ら
府
会
議
員
へ
の
挑
戦
権
を
与
え
て
頂

き
感
謝
致
し
ま
す
。
益
々
重
要
と
な
る
住
民
の
自
主

的
な
活
動
を
し
っ
か
り
と
支
援
で
き
る
よ
う
、
官
と

民
を
き
っ
ち
り
と
繋つ

な
い
で
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

（
二
之
湯
真
士
の
経
歴
）

昭
和
54
年
生
ま
れ
、
西
院
小
・
西
院
中
・
山
城

経
緯
が
違
え
ば
、
思
い

も
違
う
。
会
と
し
て
統

一
し
た
見
解
を
内
外
に

示
す
こ
と
は
難
し
い
。

加
え
て
、
復
党
問
題
は

新
人
議
員
だ
け
で
は
な

く
、
党
全
体
の
問
題
で

あ
る
。」
と
語
っ
て
い

る
。
来
年
の
選
挙
を
控

え
、
参
議
院
側
は
年
内

に
も
復
党
の
実
現
を
強

く
迫
っ
て
い
る
。
安
倍

総
裁
が
、
自
身
の
思
想

信
条
に
近
い
無
所
属
議

員
ら
の
復
党
問
題
に
、

い
か
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
す
る
か
、
正

念
場
を
迎
え
て
い
る
。

高
校
・
早
稲
田

大
学
卒
業
、
現

在
自
民
党
京
都

府
連
青
年
部
次

長
、
参
議
院
議

員
二
之
湯
智
秘

書

自
民
党
府
連

二
之
湯
真
士
氏
を
公
認

来
年
4
月
の
府
議
会
議
員
選
挙（
右
京
区
選
挙
区
）

思惑の違い表面化、｢８３会｣のメンバー
反対派有志「復党問題を考える会」設立へ

思惑の違い表面化、｢８３会｣のメンバー
反対派有志「復党問題を考える会」設立へ

復党問題で揺れ動く「８３会」総会
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参議院総務委員会　二ノ湯議員、消防とNHKで質問

参議院総務委員会で質問する二ノ湯議員

�0
月
3�
日
、
参
議
院
総
務
委
員
会
で
、

総
務
大
臣
の
所
信
に
関
し
、
自
民
党
か
ら

二
ノ
湯
議
員
が
質
問
に
立
っ
た
。
二
ノ
湯

議
員
の
質
問
の
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

☆
二
ノ
湯
議
員
：
第
164
回
通
常
国
会
で
、

市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
を
推
進
す
る
た

め
の
消
防
組
織
法
が
成
立
を
致
し
ま
し

た
。
今
回
の
広
域
化
の
対
象
は
各
市
町
村

の
常
備
消
防
で
、
広
域
消
防
の
管
轄
の
人

口
は
約
30
万
以
上
で
あ
り
ま
す
。
何
故
市

町
村
消
防
の
広
域
化
が
必
要
な
の
か
、
広

域
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
を
最
初
に
お
尋

ね
し
た
い
。

消
防
庁
長
官
：
広
域
化
の
目
的
、
メ
リ
ッ

ト
で
す
が
、
小
規
模
な
消
防
本
部
に
お

い
て
は
、
出
動
体
制
、
保
有
す
る
消
防

車
両
、
専
門
要
員
の
確
保
等
に
限
界
が
あ

る
こ
と
や
、
組
織
管
理
や
財
政
運
営
面
で

の
厳
し
さ
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
に
、
消
防
の
体
制
の
整
備

及
び
確
立
を
図
り
、
市
町
村
の
消
防
の
広

域
化
に
よ
り
、
行
財
政
上
の
様
々
な
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
実
現
す
る
こ
と
は
極

め
て
有
効
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

☆
二
ノ
湯
議
員
：
広
域
化
は
人
口
30
万
が

一
つ
の
目
安
で
す
が
、
過
疎
県
で
は
か
な

り
広
い
区
域
で
な
い
と
30
万
と
い
う
規
模

に
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
だ
け
の
大
き
い
と

こ
ろ
で
い
っ
た
ん
災
害
が
起
き
れ
ば
機
動

性
に
欠
け
る
の
で
は
な
い
か
と
、
思
い
ま

す
。
人
口
30
万
を
全
国
一
律
に
当
て
は
め

て
い
く
の
か
、
お
伺
い
致
し
ま
す
。

消
防
庁
長
官
：
各
市
町
村
は
管
轄
面
積
の
広
さ
、

あ
る
い
は
狭
さ
、
ま
た
交
通
事
情
、
島
嶼し

ょ
部
な
ど

の
地
理
的
条
件
、
地
域
の
歴
史
、
日
常
生
活
圏
、

人
口
密
度
及
び
人
口
減
少
な
ど
の
人
口
動
態
等
の

地
域
の
事
情
に
、
十
分
な
考
慮
が
必
要
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
一
律
に
管
轄
人
口
を
一
定
以
上

と
想
定
し
て
い
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

☆
二
ノ
湯
議
員
：
将
来
消
防
庁
の
幹
部
に
な
ら
れ

る
方
に
消
防
署
の
署
長
、
幹
部
に
登
用
す
る
こ
と

は
、
消
防
職
員
、
消
防
団
員
の
士
気
を
高
め
る
の

に
非
常
に
効
果
的
で
は
な
い
か
と
、
思
い
ま
す
。

夜
中
た
た
き
起
こ
さ
れ
て
消
防
自
動
車
に
乗
る
と

か
、
火
災
現
場
に
行
く
と
か
、
あ
る
い
は
地
域
の

消
防
団
員
と
一
緒
に
な
っ
て
年
末
警
戒
に
歩
く
と

か
、
消
防
団
員
の
募
集
に
つ
い
て
行
く
と
か
、
そ

う
い
う
苦
労
す
る
こ
と
が
将
来
の
幹
部
の
人
に

と
っ
て
も
非
常
に
い
い
こ
と
だ
し
、
ま
た
現
場
の

第
一
線
で
頑
張
る
消
防
士
、
消
防
団
員
に
と
っ
て

も
大
き
な
励
み
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
が
。

消
防
庁
長
官
：
私
ど
も
消
防
庁
の
職
員
が
消
防
隊

員
、
消
防
団
員
の
方
々
の
現
場
の
苦
労
、
事
情
を

知
る
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
消
防
庁
で
採
用
し
ま
し
た
技
官

は
、
原
則
と
し
て　

採
用
二
年
目
か
ら
消
防
学
校

へ
の
入
校
と
か
、
消
防
本
部
で
の
勤
務
な
ど
様
々

な
現
場
体
験
、
経
験
を
踏
ま
え
た
上
で
、
改
め
て

本
庁
勤
務
を
さ
せ
る
と
い
っ
た
よ
う
な
努
力
も
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

☆
二
ノ
湯
議
員
：
救
急
車
を
本
来
の
目
的
と
違
っ

て
要
請
を
す
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
本
当
に

困
っ
た
人
、
重
症
患
者
が
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ

る
ぐ
ら
い
出
動
回
数
が
多
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

す
。
最
近
、
消
防
庁
で
は
救
急
業
務
に
お
け
る
患

者
の
選
別
に
関
す
る
検
討
会
を
設
け
て
、
救
急
車

を
呼
ん
だ
方
が
、
本
当
に
救
急
車
が
必
要
で
あ
る

の
か
な
い
の
か
、
検
討
中
で
あ
る
と
伺
っ
て
お
り

ま
す
。
現
段
階
で
の
検
討
状
況
を
、
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

消
防
庁
長
官
：
消
防
庁
と
し
て
は
、
真
に
緊
急
を

要
す
る
傷
病
者
へ
の
対
応
が
遅
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
、
昨
年
度
来
、
検
討
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
て
、
軽
症
者
に
対
す
る
民
間
搬
送
事
業
者
の
紹

介
、
あ
る
い
は
診
察
可
能
な
病
院
情
報
の
提
供
と

か
、
頻ひ

ん
回
利
用
者
等
へ
の
福
祉
部
局
と
連
携
し
た

適
正
利
用
の
呼
び
か
け
、
救
急
隊
だ
け
で
な
く
救

急
有
資
格
者
の
乗
車
す
る
ポ
ン
プ
隊
と
の
連
携
の

推
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

☆
二
ノ
湯
議
員
：
現
在
、
都
道
府
県
と
政
令
指
定

都
市
に
重
複
し
て
消
防
学
校
が
八
つ
の
地
域
に

あ
り
ま
す
。
今
後
、
広
い
範
囲
内
の
地
域
を
消
防

が
カ
バ
ー
す
る
時
、
若
い
時
か
ら
一
緒
に
訓
練
を

受
け
て
、
同
じ
釜
の
飯
を
食
え
ば
、
お
互
い
の
連

絡
も
、
非
常
に
取
り
や
す
い
。
こ
う
い
う
観
点
か

ら
、
私
は
、
政
令
指
定
都
市
と
都
道
府
県
の
消
防

学
校
を
一
本
化
し
た
ら
と
、
思
い
ま
す
。
都
道
府

県
と
政
令
指
定
都
市
の
二
重
行
政
の
解
消
、
地
方

の
行
政
組
織
の
合
理
化
か
ら
も
統
合
し
た
ら
い
い

と
思
い
ま
す
が
。

消
防
庁
長
官
：
特
に
広
域
の
災
害
等
を
考
え
ま
す

と
、
消
防
職
員
同
士
が
あ
る
程
度
意
思
疎
通
が
出

来
て
い
る
状
況
は
非
常
に
大
事
だ
と
い
う
の
は
ご

指
摘
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
政
令
指
定
都
市
に

つ
い
て
は
単
独
で
、
あ
る
い
は
都
道
府
県
と
共
同

し
て
設
置
で
き
る
と
い
う
の
が
消
防
組
織
法
の
規

定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
制
度
論
と
し
て
共
同
で

作
る
こ
と
を
我
々
否
定
す
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
地
域
の
実
情
に
よ
っ
て
判
断
を
い
た
だ
く
べ

き
事
柄
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

☆
二
ノ
湯
議
員
：
先
日
、
菅
総
務
大
臣
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ

に
対
し
、
放
送
法
に
基
づ
き
、
短
波
ラ
ジ
オ
の
国

際
放
送
で
拉
致
問
題
を
重
点
的
に
放
送
す
る
よ
う

に
命
令
を
出
す
方
針
を
出
さ
れ
ま
し
た
。
北
朝
鮮

に
い
る
拉
致
被
害
者
を
、
救
出
す
る
の
は
国
家
と

し
て
最
大
の
使
命
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
短
波
で

日
本
の
現
状
、
或
い
は
拉
致
さ
れ
た
方
々
に
励
ま

し
の
放
送
を
し
て
も
、
拉
致
さ
れ
て
い
る
人
々
が

聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ
れ
と
も
短
波
放
送

は
北
朝
鮮
の
国
民
、
特
に
政
府
の
高
官
と
か
党
の

幹
部
で
反
体
制
の
心
を
持
っ
て
い
る
人
に
対
す
る

宣
伝
活
動
な
の
か
、
そ
の
辺
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
報
道
担
当
理
事
：
拉
致
家
族
の
様
々
な
動

向
、
講
演
と
か
の
発
言
、
政
府
の
い
ろ
ん
な
動

き
、
そ
れ
か
ら
、
外
国
で
の
動
き
な
ど
を
、
す
べ

て
伝
え
て
お
り
ま
す
。
北
朝
鮮
の
受
信
状
況
な
ん

で
す
が
、
北
朝
鮮
で
短
波
ラ
ジ
オ
の
受
信
機
を
実

際
、
手
に
入
れ
て
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
い
る
人
が
ど

れ
ぐ
ら
い
い
る
の
か
我
々
と
し
て
も
正
確
に
は
つ

か
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。
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キクウエテ大統領と握手する二ノ湯議員

衆
議
院
大
阪
府
9
区
補
欠
選
挙
、

二
ノ
湯
議
員
も
応
援
に
駆
け
つ
け
る

北
川
明
氏（
西
京
区
）が
勇
退
を
表
明

後
継
は
、
公
募
方
式
で
選
考

参議院外交調査会メンバー
タンザニア大統領と会談

税
理
士
に
よ
る
二
ノ
湯
さ
と
し
後
援
会

定
期
総
会
を
開
催
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議
員（
西
京
区
）が
、
自
民
党
市
会
議
員
団
の
会
合

で
後
継
者
育
成
の
観
点
か
ら
こ
の
際
後
進
に
道
を

譲
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
、
来
年
4
月
に
予
定
さ
れ

て
い
る
統
一
地
方
選
挙
に
立
候
補
せ
ず
、
政
界
か
ら

勇
退
す
る
意
向
を
表
明
し
た
。
北
川
議
員
は
昭
和

50
年
に
初
当
選
、
以
来
8
期
連
続
し
て
当
選
し
て

き
た
。
北
川
氏
の
永
年
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
り
、
同
期

生
で
あ
る
中
村
安
良
議
員
も
先
に
引
退
を
表
明
し

て
お
り
、
西
京
区
で
は
ベ
テ
ラ
ン
議
員
が
二
人
揃
っ

て
去
る
こ
と
に
な
っ
た
。
北
川
氏
は
「
も
う
一
期
勤

め
る
だ
け
の
気
力
と
体
力
は
あ
る
が
、
市
会
議
員
と

し
て
や
る
だ
け
の
こ
と
は
や
っ
た
。
後
は
若
い
意
欲

の
あ
る
人
に
市
政
を
託
し
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

後
継
者
を
指
名
せ
ず
、
広
く
人
材
を
求
め
る
た
め
、

地
方
選
挙
で
は
珍
し
い
公
募
方
式
で
候
補
者
を
選

考
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
6
名
が
応
募
し
、
今
月
中

に
も
公
認
候
補
者
を
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

自
民
党
市
会
議
員

団
の
代
表
幹
事
で
市

会
議
長
、
自
民
党
京

都
府
連
幹
事
長
も
歴

任
し
た
北
川
明
市
会

安
倍
政
権
発
足
後
初
の
国
政
選
挙
と
な
っ
た
衆

議
院
神
奈
川
�6
区
と
大
阪
9
区
の
統
一
補
欠
選
挙

が
�0
月
22
日
即
日
開
票
さ
れ
、
い
ず
れ
も
自
民
党

候
補
が
当
選
し
た
。
大
阪
府
第
9
区
で
は
、
前
大

阪
府
議
の
原
田
け
ん
じ
氏
が
民
主
党
、
共
産
党

各
候
補
を
振
り
切
り
勝
利
を
収
め
た
。
与
野
党
と

も
来
年
の
統
一
地
方
選
や
参
院
選
の
前
哨
戦
と
位

置
づ
け
、
総
力
を
挙
げ
て
戦
っ
た
。
二
ノ
湯
議
員

も
、
4
度
に
わ
た
り
大
阪
に
入
り
、
街
頭
演
説
会

に
参
加
し
、
事
務
所
を
激
励
訪
問
し
、
さ
ら
に
は

自
ら
も
ビ
ラ
配
り
に
参
加
し
た
。
安
倍
首
相
は
初

陣
を
飾
っ
た
こ
と
で
、
与
党
内
で
の
求
心
力
が
高

ま
り
、
今
後
の
政
権
運
営
へ
の
追
い
風
を
得
た
。

一
方
、
安
倍
政
権
と
の
対
決
姿
勢
を
強
調
し
て
き

た
民
主
党
に
と
っ
て
は
打
撃
と
な
っ
た
。

�0
月
2�
日
、
京
都
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

税
理
士
に
よ
る
二
ノ
湯
さ
と
し
後
援
会
定
期
総
会

（
南
出
力
利
会
長
）が
開
催
さ
れ
た
。
来
賓
と
し

て
、
近
畿
税
理
士
政
治
連
盟
今
中
英
雄
副
会
長
、

岸
忠
広
報
委
員
、
ま
た
京
都
府
支
部
連
合
会
よ
り

原
綱
宗
会
長
が
出
席
し
た
。
谷
口
康
夫
後
援
会
副

会
長
の
司
会
の
下
、
ま
ず
南
出
会
長
が
挨
拶
を

し
、
次
に
活
動
報
告
及
び
収
支
報
告
を
は
じ
め
と

す
る
全
議
案
が
承
認
可
決
さ
れ
た
。

二
ノ
湯
議
員
に
よ
る
国
政
報
告
で
は
、
徐
々

に
話
に
熱
が
入
り
、
予
定
の
30
分
を
大
き
く
オ
ー

バ
ー
し
た
。
総
会
後
は
席
を
移
し
、
廣
瀬
来
三
相

談
役
の
乾
杯
の
発
声
で
懇
親
会
が
始
ま
り
、
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
の
ま
ま
、
前
田
副
会
長
の
万
歳

三
唱
で
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。
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エ
テ
大
統
領
は
、「
私
は
、
複
数
政
党
の
下
、
民

主
的
選
挙
で
選
ば
れ
た
。
法
と
人
権
の
支
配
に

よ
っ
て
良
い
政
治
を
行
い
た
い
。
我
々
の
国
は
非

常
に
貧
し
い
。
貧
困
を
克
服
す
る
た
め
に
、
経
済

的
に
発
展
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
道

路
、
空
港
、
鉄
道
、
港
湾
の
整
備
を
急
が
ね
ば
な

ら
な
い
。
日
本
政
府
か
ら
更
な
る
支
援
を
お
願
い

し
た
い
。
し
か
し
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
ば
か
り
に
依
存
し
て

い
る
の
で
は
な
く
、
日
本
か
ら
の
投
資
を
促
進
し

て
欲
し
い
。
政
治
的
関
係
だ
け
で
な
く
、
経
済
的

関
係
も
強
化
し
た
い
」
と
日
本
へ
の
期
待
を
込
め

た
挨
拶
を
し
た
。

敬
訪
問
し
た
。
二
ノ
湯
議
員
は
ア
フ
リ
カ
へ
の

外
遊
経
験
は
な
い
が
矢
野
会
長
の
勧
め
で
入
会

し
た
。
日
本
側
の
自
己
紹
介
の
後
、
矢
野
会
長

が
「
貴
国
が
安
定
し
た
内
政
を
背
景
に
、
民
主
化

を
推
進
し
て
い
る
こ
と
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

タ
ン
ザ
ニ
ア
は
わ
が
国
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
最
重
点
国
で

あ
る
。
今
後
も
協
力
関
係
を
深
め
て
い
き
た
い
。」

と
歓
迎
の
挨
拶
を
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
キ
ク
ウ

タ
ン
ザ
ニ
ア
連
合
共
和
国
は
東
部

ア
フ
リ
カ
の
安
定
勢
力
で
、
複
数
政

党
制
を
採
用
し
、
民
主
的
な
国
家
で

あ
る
。
伝
統
的
な
農
業
国
で
、
コ
ー

ヒ
ー
、
紅
茶
、
た
ば
こ
な
ど
を
生
産

し
、
金
な
ど
の
鉱
物
資
源
も
豊
富
。

伝
統
的
な
親
日
国
。
去
る
�0
月
30

日
、
キ
ク
ウ
エ
テ
・
タ
ン
ザ
ニ
ア
大

統
領
が
日
本
を
訪
問
し
た
。
こ
の
機

会
を
と
ら
え
、
参
議
院
外
交
調
査
会

（
矢
野
哲
朗
会
長
）の
メ
ン
バ
ー
�2
名

が
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
に
大
統
領
を
表

参議院議員二ノ湯さとし丹後事務所 開設のお知らせ

〈住所〉〒629-2503
京丹後市大宮町周枳1975
MICビル2階

TEL：0772-68-0864　FAX：0772-68-0824

宮津市・京丹後市・伊根町・与
謝野町の新たな活動拠点として、
この度、京丹後市大宮町に二ノ湯
さとし丹後事務所（事務所長：在
田芳弘）を開設いたしました。
皆様お近くにお越しの際には

お気軽にお立ち寄り下さいます
様お願い申し上げます。

にしがき

ダイソー大宮第一小

北都信金大宮支店
コメリ

大宮庁舎

大宮中学校

《
国
道
312
号
線
》

↓至宮津方面

至峰山方面↑

二ノ湯さとし丹後事務所二ノ湯さとし丹後事務所

MICビル2F

定期総会で挨拶をする二ノ湯議員
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・日　　時：11月26日㈰　（小雨決行）
・出発時刻：午前9時（時間厳守）
・集合場所：南座前
・コース：南座前→八坂神社→石塀小路→高台寺→二年坂→

清水坂→清水寺→清閑寺→渋谷街道→泉涌寺→東福寺通
天橋→東福寺本堂解散

● �東山三十六峰、全山紅葉の盛りとなりました。今回は以前
にも歩こう会で大人気のコースで、京の錦秋のすばらしい
景勝地を巡ります。特に高台寺・清水寺・清閑寺・東福寺
の紅葉は格別です。歩こう会で、いろいろ見たり聞いたり
話したり、多くのご参加をお待ちしております。

● 代表世話人　北村好司郎　☎075-313-8758
　　　　　　　　　　（当日）090-1956-7460

第165回
みんなで歩こう湯歩会 歩

く
こ
と
は健康
の
基
本

第164回
みんなで歩こう湯歩会（参加者77名）

千本十二坊山門前にて

3団体の代表者から要望書を
受けとる二ノ湯議員

一
、
と
う
と
う
北
朝
鮮
が
地
下
核
実
験
を
強
行
し

た
。
来
る
べ
き
も
の
が
来
た
と
い
う
思
い
で
あ

る
。
更
な
る
実
験
の
阻
止
、
そ
し
て
核
兵
器
の
放

棄
ま
で
北
朝
鮮
を
追
い
込
む
必
要
が
あ
る
。
安
倍

首
相
の
強
い
決
意
を
支
持
し
た
い
。

一
、
ア
メ
リ
カ
の
中
間
選
挙
で
共
和
党
が
敗
北
。

敗
因
は
イ
ラ
ク
へ
の
軍
事
介
入
に
対
す
る
批
判
票

と
い
わ
れ
て
い
る
。
責
任
を
取
っ
て
ラ
ム
ズ
フ
ェ

ル
ド
国
防
長
官
が
辞
任
し
た
。
こ
の
こ
と
が
日
本

の
政
局
に
ど
う
い
う
影
響
を
与
え
る
の
か
、
順
調

に
推
移
し
て
い
る
安
倍
内
閣
に
と
っ
て
悩
み
の
種

で
あ
る
。

一
、
福
岡
、
北
海
道
、
岐
阜
と
、
い
じ
め
に
よ
る

子
供
た
ち
の
自
殺
が
相
次
い
で
い
る
。
担
任
や
学

校
側
が
注
意
を
払
え
ば
未
然
に
防
げ
た
か
も
知
れ

な
い
。
福
岡
の
中
学
生
の
場
合
は
担
任
の
責
任
が

大
き
い
。
教
育
再
生
の
論
議
の
中
で
、
教
師
の
質

が
問
わ
れ
る
の
も
当
然
で
あ
る
。

一
、
親
に
よ
る
子
供
へ
の
虐
待
が
後
を
絶
た
な

い
。
長
岡
京
市
で
食
事
を
与
え
て
も
ら
え
ず
幼
い

男
の
子
が
餓
死
し
た
。
児
童
相
談
所
は
そ
こ
ま
で

深
刻
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
な
か
っ
た
と
言
っ
て
い

る
が
、
も
っ
と
細
心
の
注
意
を
払
え
な
か
っ
た
の

か
。

一
、
せ
め
て
親
の
死
に
目
に
会
い
た
い
と
思
う
の

は
子
供
の
素
直
な
気
持
ち
で
あ
る
。
私
の
大
変

親
し
い
人
の
奥
様
が
臨
終
間
際
の
青
息
吐
息
の
中

で
、
子
供
に
会
い
た
い
と
懇
願
し
て
い
る
の
に
会

お
う
と
も
し
な
い
子
供
が
い
た
。
両
親
の
自
慢
の

息
子
だ
っ
た
の
に
親
子
の
間
に
何
が
あ
っ
た
の
か
。

��
月
に
入
る
と
、
東
京
で
は
来
年
度
の
予
算

編
成
に
向
け
て
様
々
な
全
国
大
会
が
開
か
れ
る
。

そ
れ
に
伴
い
、
多
く
の
市
町
村
長
や
団
体
関
係
者

が
地
元
選
出
の
国
会
議
員
や
、
中
央
省
庁
に
予
算

の
要
望
活
動
を
す
る
た
め
上
京
す
る
。

去
る
��
月
7
日
、
国
道
163
号
整
備
促
進
協
議
会

（
会
長
・
橋
本
洋
一
南
山
城
村
長
）、
主
要
地
方
道

「
宇
治
木
屋
線
」
改
良
推
進
協
議
会（
会
長
・
堀
忠

雄
和
束
町
長
）、
木
津
川
治
水
会（
会
長
・
藤
原
秀

夫
山
城
町
長
）の
3
団
体
の
関
係
者
が
二
ノ
湯
議

員
を
訪
れ
、
�9
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
財
源

確
保
に
配
慮
を
求
め
る
要
望
書
を
二
ノ
湯
参
議
院

議
員
に
手
渡
し
た
。
3
団
体
の
会
長
の
他
に
、
中

西
巌
笠
置
町
長
や
竹
中
嘉
親
木
津
町
助
役
、
辻
本

清
隆
加
茂
町
助
役
も
来
訪
し
、
地
元
の
道
路
・
治

水
事
情
を
説
明
し
た
。
道
路
特
定
財
源
の
一
般
財

源
化
論
議
や
、
国
の
苦
し
い
台
所
事
情
に
よ
る
公

共
事
業
の
削
減
な
ど
で
予
算
確
保
が
年
々
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
地
方
の
格
差
是
正
の

た
め
に
は
必
要
な
公
共
事
業
は
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
来
年
度
の
予
算
編
成
に
向
け
て
、
二
ノ

湯
議
員
は
地
元
の
声
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

19
年
度
予
算
要
望
活
動
ラ
ッ
シ
ュ

多
く
の
市
町
村
長
が
来
訪

二ノ湯さとし後援会

TEL(075)315-2228
FAX(075)315-2310

◇申込先　後援会役員または
二ノ湯さとし京都事務所まで

参議院議員

新春招福バスツアー第20回　伊勢神宮初詣

記念すべき20回目の伊勢初詣バスツアー。一年間の幸福を祈願し、
新たな気持ちで新年を迎える行事として、多くの方 の々ご参加をお願いいたします。

◇旅 行 日　平成19年1月8日（月・祝）

◇昼食場所　賢島『宝生苑』
◇申込締切日　平成18年12月11日㈪

◇会　　費　8,000円


